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第 20図　区画溝跡出土遺物（2）
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第20図　溝跡出土遺物（2）

№
登録
番号

遺構名 層位 種類 器種
器高
長さ

口径
幅

底径
厚さ

重さ 備考・特記事項 年代・形式
写真
図版

19-1 E-2 SD16 １・２層 須恵器 瓶 ─ ─ ─ 14.3 ロクロ 古代

19-2 E-3

SD21

須恵器 瓶 ─ ─ ─ 21.5 ロクロ　外：ヘラナデ 古代

19-3 G-4 土師質土器 皿（かわらけ） ─ ─ 5.4 17.6
ロクロ　外：ヘラナデ？　仕上形成痕跡あり
底：回転糸きり

中世？ 12-1

19-4 Kc-5 １層 石製品 砥石 9.9 3.1 3.1 98.2 磨り面（５面） 12-3

19-5 B-1

SD26

弥生土器 甕or壺 ─ ─ （7.2） 21.5
外：RL縄文（斜行）のちナデ　内：ナデ？
底：木葉痕、籾圧痕？

弥生 11-19

19-6 I-17 上層 陶器 壺？ ─ ─ ─ 125.0
外：自然釉　内：押さえ痕・ナデ　割れ口と外面を砥石
として再利用・磨り面（３面）
渥美

12c 12-2

19-7 I-20 陶器 鉢 ─ ─ ─ 60.0 ロクロ　産地不明　東海？ 中世 12-4

20-1 I-18 陶器 壺 ─ ─ ─ 21.0
外：自然釉
信楽？

近世

20-2 I-16 陶器 擂鉢 ─ ─ ─ 25.7
鉄釉
岸窯系

17c 12-5

20-3 I-19 陶器 鉢 ─ （11.2） ─ 23.6
鉄釉（口縁部二重掛）
岸窯系

17ｃ中～後葉 12-6

20-4 Kc-6 石製品 砥石 7.3 3.0 1.4 41.8 タール状物質付着　磨り面（４面） 12-7

20-5 E-4 SD96 須恵器 瓶 ─ ─ ─ 16.4 ロクロ 古代

20-6 E-5 SD114 須恵器 捏鉢 ─ ─ （11.0） 42.7 ロクロ　外：ヘラケズリ　底：ヘラケズリ 古代 12-8

20-7 E-6
SD115

須恵器 坏 ─ ─ （9.2） 14.2 ロクロ　底：回転ヘラ切り 古代

20-8 Kc-7 最下層 石製品 砥石 6.7 5.7 3.4 185.0 円礫　磨り面（４面） 12-9

単位はcm・ｇ　　（　）の数値は復元値
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（3）土坑

今回の調査で、23基の土坑が検出された。本報告では分層された土坑を中心に詳細に記述し、単層のものは一覧

表で示した。

SK5土坑（第21図）

D9グリッドで検出された。平面形状はやや歪な円形を、断面形状はやや開いた箱形を呈する。規模は直径約135

～140cm、深さ約40cmである。堆積土は７層に細分され、黒色、黒褐色、暗褐色の砂、砂質シルト、粘土質シル

トで構成され、２層中に焼土粒などが混入する。SD14溝跡と小溝状遺構E群と重複しており、どの遺構よりも新し

い。

遺物は１～２層中から、土製品の底部と見られる破片が出土している（第24図１・写真図版12−10）。

時期はSD14溝跡よりも新しいことから、近世以降であると考えられる。

SK17土坑（第21図）

E9グリッドで検出された。平面形状は円形を、断面形状は円錐形を呈する。規模は直径約120～130cm、深さ約

50cmである。堆積土は３層に細分され、黒色、黒褐色の砂、砂質シルト、シルトで構成され、２層はⅢ層ブロッ

クが混入する人為堆積層で、３層はほぼ均質な自然堆積層であると考えられる。遺物は出土していない。

時期は遺物が出土しておらず、また他の遺構との重複関係もないことから不明である。

SK18・75土坑（第21図）

E10グリッドで検出された。SK18土坑は、平面形状が不整方形を、断面形状は浅い皿形を呈する。規模は南北約3.5

ｍ、東西約2.2ｍ、深さ約20cmで、調査区のさらに東側に広がるものと思われる。堆積土は５層に細分され、黒色、

黒褐色、暗褐色、灰白色のシルト、粘土、砂で構成され、第２層は灰白色火山灰層である。SM8・9小溝状遺構と、

SD11溝跡、SK75土坑と重複し、SK75よりも新しく、他の遺構よりも古い。遺物は出土していない。

時期は、第２層が灰白色火山灰の堆積層であることから平安時代以前であると考えられる。

SK75土坑は、大部分がSK18と重複しているため、平面形状は不明だが、断面形状は浅い皿型を呈するものと思

われる。規模は東西約1.8ｍ、南北約1.1ｍ、深さ約15cmで調査区のさらに東側に広がるものと思われる。堆積土は

２層に細分され、いずれも黒褐色の砂質シルトである。遺物は出土していない。

SM8小溝状遺構と、SD11溝跡、SK18土坑と重複し、他の遺構よりも古い。時期はSK18よりも古いことから平安

時代以前であると考えられる

SK56土坑（第21図）

C7グリッドで検出された。平面形状はやや歪な円形を、断面形状は開いた箱形を呈する。規模は直径約80～

90cm、深さ約20cmである。堆積土は３層に細分され、黒色、黒褐色、褐色の砂層で構成され、いずれの層にもⅢ

層ブロックが混入する。小溝状遺構H群のSM63と重複し、これよりも新しい。

遺物は出土していない。

時期は、重複関係から近世以降であると考えられる。

SK76土坑（第22図）

E9グリッドで検出された。平面形状はやや歪な楕円形を、断面形状は浅い皿形を呈する。規模は直径約80～

190cm、深さ約10cmである。堆積土は５層に細分され、灰黄褐色、黒褐色、褐色の砂層で構成され、いずれの層
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にもⅢ層ブロックが混入する。小溝状遺構Ｅ群のSM6と、Ｈ群のSM7、SK78土坑と重複し、SK78よりも新しく、

SM6よりも古い。遺物は出土していない。

時期は、重複関係から近世以前と考えられる。

SK79土坑（第22図）

A7・B7グリッドで検出された。平面形状はやや歪な楕円形を、断面形状はやや開いた箱形を呈する。規模は直

径約140～160cm、深さ約45cmである。堆積土は４層に細分され、黒褐色、明黄褐色の砂と、粘土で構成される。

第２層は灰白色火山灰層で、第３・４層はⅢ層ブロックが混入する人為堆積層であると考えられる。他の遺構との

重複関係はない。遺物は出土していない。

時期は、第２層が灰白色火山灰層であることから、平安時代以前であると考えられる。

SK85土坑（第９・22図）

E9グリッドで検出された。平面形状は歪な円形を、断面形状は皿形を呈する。規模は直径約100～150cm、深さ

約25cmで、調査区の南側にさらに広がる。堆積土は３層に細分され、黒褐色、暗褐色、褐色の砂および粘土質シ

ルトで構成される。小溝状遺構群H群であるSM8と重複しており、これよりも新しい。遺物は出土していない。

時期は、小溝状遺構H群よりも新しいことから、近世以降であると考えられる。

SK92土坑（第22図）

B6グリッドで検出された。平面形状は歪な円形を、断面形状はやや開いた箱形を呈する。規模は直径約160cm、

深さ約55cmである。堆積土は７層に細分され、黒褐色、暗褐色、褐色の砂で構成される。４～７層は人為堆積層

であると考えられる。小溝状遺構群B群であるSM81と、P63と重複しており、P63よりも古く、SM81よりも新しい。

遺物は出土していない。

時期は、小溝状遺構B群よりも新しいことから、古代以降であると考えられる。

SK93土坑（第23図）

A5・A6グリッドで検出された。平面形状は歪な円形を、断面形状はやや開いた箱形を呈する。規模は直径約

110～130cm、深さ約35cmである。堆積土は６層に細分され、黒色、黒褐色、にぶい黄褐色、暗褐色の砂、砂質シ

ルト、シルト等で構成され、炭化粒などが２、３層に混入する。小溝状遺構群B群であるSM101と重複しており、

これよりも新しい。遺物は出土していない。

時期は、小溝状遺構B群よりも新しいことから、古代以降であると考えられる。

SK102土坑（第23図）

A4グリッドで検出された。平面形状は歪な円形を、断面形状は皿形を呈し、底部でさらに一段窪む。規模は直

径約180～195cm、深さ約40cmである。堆積土は５層に細分され、黒褐色、灰白色の砂、シルト、粘土質シルトで

構成され、炭化粒が２層以外の各層に、特に３層、４層に比較的多くに混入する。また２層は灰白色火山灰の堆

積層で、１層にもブロック状に混入する。小溝状遺構群B群であるSM108とSL1土塁、P82と重複しており、SL1と

P82よりも古く、SM108よりも新しい。遺物は出土していない。

時期は、第２層が灰白色火山灰層であることから、平安時代以前であると考えられる。
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SK75
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 均質な層。
2 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄粒（φ5mm）斑状に含む。

SK18
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR3/2 黒褐色 粘土 灰白色粘土ブロック（φ1cm）少量。
2 10YR7/1 灰白色 シルト 灰白色火山灰層。
3 10YR2/3 黒褐色 砂 酸化鉄粒（φ2mm）少量。
4 10YR3/4 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。
5 10YR2/1 黒色 砂 炭化粒（φ2mm）少量。

SK5
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/1 黒色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。
2 10YR1.7/1 黒色 粘土質シルト 焼土粒（φ2mm）少量。腐食土混入。
3 10YR4/4 褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。
4 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト ほぼ均質。
5 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）。
6 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）少量。
7 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。

SK17
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/3 黒褐色 砂 酸化鉄粒（φ2mm）少量。
2 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。人為堆積土。
3 10YR1.7/1 黒色 シルト ほぼ均質。自然堆積土。

SK56
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/1 黒色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）少量。
2 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。
3 10YR4/4 褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。
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SK92
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR3/4 暗褐色 砂 酸化鉄粒（φ2mm）少量。
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。
3 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。
4 10YR3/4 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。10YR2/2 黒褐色砂ブロック（φ1～2cm）少量。人為堆積。
5 10YR4/4 褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。酸化鉄粒（φ2mm）少量。人為堆積。
6 10YR2/2 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。
7 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）下層との境に斑状に堆積。

SK76
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR3/1 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）下層との境に斑状に堆積。
2 10YR3/2 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ3cm）少量。
3 10YR4/2 灰黄褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。暗褐色砂ブロック（φ1cm）少量。
4 10YR3/2 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）。
5 10YR4/4 褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。黒褐色砂ブロック（φ1cm）少量。

SK79
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 灰白色粘土ブロック（φ1cm）少量。
2 10YR7/6 明黄褐色 粘土 灰白色火山灰ブロック主体。
3 10YR2/3 黒褐色 砂 炭化粒（φ2mm）少量。人為的堆積。
4 10YR2/3 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。人為的堆積。
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SK126
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒（φ2mm）少量。
2 10YR7/3 にぶい黄橙色 シルト 灰白色火山灰層。
3 10YR2/3 黒褐色 砂 酸化鉄粒（φ2～5mm）斑状に含む。
4 10YR3/3 暗褐色 砂 酸化鉄粒（φ2mm）少量。

SK103
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 炭化粒（φ2～5mm）中量。
2 10YR3/4 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。
3 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）下層斑状に堆積。炭化粒（φ2mm）少量。

SK102
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 灰白色火山灰ブロック（φ1cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。
2 10YR8/2 灰白色 シルト 灰白色火山灰層。
3 10YR3/2 黒褐色 砂 炭化粒（φ2mm）中量。
4 10YR2/2 黒褐色 砂 炭化粒（φ2mm）少量。
5 10YR2/3 黒褐色 砂 炭化粒（φ2mm）少量。

SK93
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト ほぼ均質。
2 10YR1.7/1 黒色 シルト Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。
3 10YR2/1 黒色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。
4 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。
5 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 10YR2/2 黒褐色砂ブロック（φ1cm）斑状に含む。
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第24図　土坑　平･断面図（4）・出土遺物

SK136
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/1 黒色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～5cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。
2 10YR3/2 黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ3～5cm）少量。
3 10YR1.7/1 黒色 砂質シルト ほぼ均質。

SK127
層位 色調 土質 備考・混入物

1 10YR2/1 黒色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1cm）下層に堆積。
2 10YR3/3 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。黒色砂ブロック（φ1cm）斑状に含む。

№
登録
番号

遺構名 層位 種類 器種
器高
長さ

口径
幅

底径
厚さ

重さ 備考・特記事項 年代・形式
写真
図版

24-1 P-2 SK5 土製品 不明 ─ ─ 2.0 83.4
手づくね　焼成良好　指ナデ・押さえ
底：指ナデ

時期不明 12-10

単位はcm・ｇ　　（　）の数値は復元値
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SK103土坑（第23図）

B5グリッドで検出された。遺構の南側上面が撹乱により削られている。平面形状は楕円形を、断面形状は箱形

を呈するものと考えられる。規模は直径約70～95cm、深さ約25cmである。堆積土は３層に細分され、黒褐色、暗

褐色の砂、粘土質シルトで構成され、炭化粒が１層に比較的多くに混入する。小溝状遺構群B群であるSM82と重

複しており、これよりも新しい。遺物は出土していない。

時期は、小溝状遺構B群よりも新しいことから、古代以降であると考えられる。

SK126土坑（第23図）

A5グリッドで検出された。平面形状は楕円形を、断面形状は皿形を呈する。規模は直径約140～165cm、深さ約

25cmである。堆積土は４層に細分され、黒褐色、暗褐色の砂、粘土質シルトで構成され、２層が灰白色火山灰の

堆積層で、その他の層には酸化鉄粒が混入する。SL1土塁と重複しており、これよりも古い。遺物は出土していない。

時期は、第２層が灰白色火山灰層であることから、平安時代以前であると考えられる。

SK127土坑（第24図）

A8グリッドで検出された。平面形状は楕円形を、断面形状は皿形を呈する。規模は直径約85～110cm、深さ約

20cmである。堆積土は３層に細分され、黒色、暗褐色の砂、砂質シルトで構成される。SL1土塁と重複しており、

これよりも古い。遺物は出土していない。

時期は、SL1よりも古いことから近世以前であると考えられる。

SK136土坑（第24図）

A1グリッドで検出された。平面形状はやや歪な円形を、断面形状は皿形を呈する。規模は直径約170～180cm、

深さ約40cmである。堆積土は３層に細分され、黒色、黒褐色の砂、砂質シルトで構成される。SL1土塁と小溝状

遺構A群であるSM105、124と重複しており、SL1よりも古く、SM105、124よりも新しい。遺物は出土していない。

時期は、重複関係から古代以降、近世以前であると考えられる。

（4）柱列跡・ピット

今回の調査では101基のピットが検出された。大部分は単層の堆積土であったが、一部のピットからは柱痕跡が

確認された（P1・第25図）。また当初は単独のピットとして扱っていたが、配列などから２条の柱列跡を抽出した。

抽出した柱列跡は、それぞれのピットの位置がSD26溝跡を挟んでほぼ平行に並列することから、同時期に存在し

ていたものと考えられる。SA1柱列とSA2柱列の距離は3.7ｍである。

表２　土坑土層註記表（単層）
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 グリッド 検出長（m）検出幅（m） 深さ（cm）

SK19 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 D8、D9 1.20 0.55 13.4

SK24 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 D7 1.00 0.55 1.8～19.6

SK25 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロックが下層に斑状に堆積。 B8 0.92 0.65 11.5

SK55 10YR3/3　暗褐色 砂 SD14> Ⅲ層ブロックが下層に斑状に堆積。 C8、D8 1.56 0.70 5.7～10.9

SK78 10YR3/3　暗褐色 砂 SK76、85> Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 E9 1.20 0.60 11.2

SK91 10YR3/2　黒褐色 砂 SK55、SM51> Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 D8 1.15 0.68 10.7

SK112 10YR3/4　暗褐色 砂 砂主体。褐色砂質シルトブロック（φ2～3cm）を斑状に含む。 B2、B3 1.60 1.05 13.0

SK135 10YR3/4　暗褐色 砂 SL1,SM82> 砂主体。褐色砂質シルトブロック（φ2～4cm）を斑状に含む。 A6 1.32 0.82 11.7
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SA1柱列跡（第25図）

B5～B9グリッドで検出された柱列である。P46・31・38・50・53・62・63・65で構成される。方位はE-1°-Sで

ある。検出長は19.3ｍで、柱穴間の距離はP46-31が4.3ｍで、P31-38-50-53が2.1ｍ、P53-62が2.0ｍ、P62-63が2.3ｍ、

P63-65が4.2ｍである。柱穴はいずれも円形で、規模は直径30～42cm、検出面からの深さは25～42cmである。また

P53は掘り方の底面に段がある。

SA2柱列跡（第25図）

B7～B9グリッドで検出された柱列であ

る。P12・42・28・55・66で 構 成 さ れ る。

方位はE-1°-Sである。検出長は10.6ｍで柱

穴間の距離はP12-42が4.0ｍで、P42-28-55-

66が2.1ｍである。柱穴はいずれも円形も

しくは楕円形で、規模は直径20～55cm、

検出面からの深さ12～30cmである。
SA1・SA2模式図

表３−１　ピット土層註記表（1）
遺構名 色調 土質 備考・混入物 直径（cm） 深さ（cm） 座標

P1 第25図 36 35 X：−192978.1 Y：13882.2
P2 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 31～36 22.5 X：−192978.4 Y：13882.5
P3 10YR2/3黒褐色 砂 炭化粒（φ2mm）微量。 28～34 23.4 X：−192978.5 Y：13883.8
P4 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 25～31 20.5 X：−192974.6 Y：13886.4
P5 10YR2/3黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 30 11.9 X：−192984.9 Y：13883.5
P6 10YR2/3黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 43～52 22.5 X：−192979.2 Y：13882.4
P7 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 44～61 12.2 X：−192981.1 Y：13883.5
P8 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 41～49 13.2 X：−192978.5 Y：13883.3
P9 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 33～40 30.1 X：−192982.4 Y：13883.2
P10 10YR4/4褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 29～35 11.5 X：−192982.6 Y：13883.5
P11 10YR3/3暗褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 29～45 26.2 X：−192983.4 Y：13884.9
P12 10YR4/4褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 34 6.2 X：−192981.2 Y：13882.5
P13 10YR3/4暗褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 33 15.5 X：−192984.7 Y：13881.6
P14 10YR3/3暗褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 24 12.9 X：−192985.0 Y：13882.1
P15 欠番
P16 10YR2/3黒褐色 砂 ほぼ均質。 53 29.9 X：−192979.6 Y：13883.8
P17 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 33～46 19.2 X：−192978.1 Y：13883.2
P18 10YR3/2黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 33～45 30 X：−192978.3 Y：13880.5
P19 10YR2/3黒褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。酸化鉄粒（φ2cm）少量。 32 13.1 X：−192989.6 Y：13886.9
P20 10YR4/4褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 42 22.1 X：−192975.5 Y：13882.6
P21 10YR2/3黒褐色 砂 ほぼ均質。 29～34 12.9 X：−192981.5 Y：13880.9
P22 欠番
P23 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 50 12.9 X：−192980.5 Y：13878.9
P24 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 35 28.1 X：−192986.4 Y：13879.6
P25 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 29～44 12.2 X：−192988.7 Y：13879.8
P26 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）斑状に含む。 24 8.9 X：−192983.3 Y：13876.7
P27 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 50～55 25.7 X：−192982.5 Y：13875.9
P28 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 39～48 27.1 X：−192981.0 Y：13876.3
P29 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 34～46 27.4 X：−192980.7 Y：13876.3
P30 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に含む。 46 8.2 X：−192980.6 Y：13875.8
P31 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 40 25.6 X：−192977.1 Y：13878.5
P32 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 35～42 12.8 X：−192975.8 Y：13877.9
P33 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 32 29.8 X：−192976.6 Y：13877.0
P34 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 36～50 14.8 X：−192976.3 Y：13876.9
P35 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～5cm）少量。 58～62 15.5 X：−192972.9 Y：13878.0
P36 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 27 19.5 X：−192972.7 Y：13877.7
P37 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 30 21.7 X：−192976.3 Y：13879.1
P38 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）少量。赤色砂ブロック（φ3cm）少量。 43 33.1 X：−192977.2 Y：13876.4
P39 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 30～35 32.4 X：−192976.1 Y：13876.5
P40 10YR2/2黒褐色 シルト Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 47～60 16.9 X：−192990.3 Y：13877.8
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表３−２　ピット土層註記表（2）
遺構名 色調 土質 備考・混入物 直径（cm） 深さ（cm） 座標

P41 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 55 18.5 X：−192991.7 Y：13877.0
P42 10YR3/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～5cm）少量。 47 30.9 X：−192980.9 Y：13878.4
P43 10YR3/4褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 35 35 X：−192980.9 Y：13879.5
P44 10YR3/3暗褐色 砂質シルト Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 55～60 21.8 X：−192973.8 Y：13878.6
P45 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 28～43 15.7 X：−192988.1 Y：13879.8
P46 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 25～30 38.5 X：−192977.3 Y：13882.8
P47 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 43 34 X：−192979.0 Y：13874.6
P48 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 23 18.4 X：−192982.0 Y：13880.2
P49 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 19～25 31.1 X：−192978.1 Y：13878.7
P50 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 39～46 39.8 X：−192977.1 Y：13874.2
P51 10YR2/3黒褐色 砂 ほぼ均質。 35～44 42.8 X：−192976.7 Y：13873.8
P52 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 26～30 34.4 X：−192977.9 Y：13878.9
P53 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に下層に堆積。 46 37.8 X：−192977.0 Y：13872.0
P54 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 34 26.1 X：−192976.0 Y：13873.3
P55 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 21～26 29.3 X：−192980.9 Y：13874.1
P56 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 38 24.6 X：−192973.9 Y：13873.4
P57 10YR3/3暗褐色 砂 ほぼ均質。 26 27.4 X：−192974.7 Y：13873.3
P58 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 47～53 12.7 X：−192981.4 Y：13870.5
P59 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に下層に堆積。 30～36 28.1 X：−192979.1 Y：13876.5
P60 10YR3/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 37 33.1 X：−192977.3 Y：13872.9
P61 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 22 24.6 X：−192978.1 Y：13873.7
P62 10YR3/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 33 42.7 X：−192977.0 Y：13870.0
P63 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 38 33 X：−192977.0 Y：13867.6
P64 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）少量。 63～76 34.8 X：−192976.8 Y：13866.8
P65 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）斑状に下層に堆積。 37～42 17.2 X：−192977.0 Y：13863.4
P66 10YR4/3にぶい黄褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 48～56 21.6 X：−192980.7 Y：13871.9
P67 10YR3/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ1cm）少量。 26 28 X：−192992.9 Y：13883.9
P68 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 35 13.4 X：−192984.5 Y：13881.5
P69 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 33～42 38 X：−192980.6 Y：13883.5
P70 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 21～26 26.2 X：−192976.4 Y：13880.6
P71 10YR2/2黒褐色 砂 ほぼ均質。 24～32 42.1 X：−192976.0 Y：13883.5

P72 10YR2/2黒褐色 砂
Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に堆積。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ
1cm）斑状に含む。

52～60 11.8 X：−192976.4 Y：13861.7

P73 第９図 27～42 47.2 X：−192978.0 Y：13862.8
P74 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック少量。 27～32 37.6 X：−192976.6 Y：13847.9
P75 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ1cm）少量。 40 10.3 X：−192976.3 Y：13850.0

P76 10YR3/3暗褐色 砂
Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に堆積。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ
1cm）斑状に含む。

40～49 19 X：−192975.8 Y：13852.3

P77 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 37 37 X：−192974.5 Y：13851.6
P78 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ1cm）少量。 51 18.6 X：−192973.9 Y：13847.3

P79 10YR3/3暗褐色 砂
Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に堆積。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ
1cm）斑状に含む。

55～75 15.2 X：−192974.7 Y：13847.3

P80 10YR3/3暗褐色 砂
Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に堆積。10YR2/2黒褐色砂ブロック（φ
1cm）斑状に含む。

35～40 36.6 X：−192977.0 Y：13851.4

P81 10YR2/3黒褐色 粘土質シルト ほぼ均質。 38～45 23.8 X：−192981.3 Y：13860.0
P82 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ2cm）少量。炭化粒（φ2mm）少量。 25～30 15.5 X：−192982.9 Y：13860.0
P83 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）斑状に下層に堆積。 25～31 22 X：−192984.0 Y：13860.7
P84 10YR3/4暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック少量。 28 12 X：−192984.1 Y：13861.6
P85 10YR4/4褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 24 14.5 X：−192983.4 Y：13860.2
P86 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック斑状に下層に堆積。 25 15.9 X：−192976.1 Y：13850.1
P87 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を斑状に含む。 16～21 24.7 X：−192976.4 Y：13850.0
P88 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 21～28 40.5 X：−192973.7 Y：13852.5
P89 10YR2/1黒色 砂 Ⅲ層ブロック下層に少量。 39～58 32.1 X：−192975.3 Y：13848.6
P90 10YR2/1黒色 砂 Ⅲ層ブロック下層に少量。 40～75 37.7 X：−192974.2 Y：13846.2
P91 10YR2/3黒褐色 砂 ほぼ均質。 43～56 34 X：−192976.2 Y：13848.1
P92 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 28～35 25.8 X：−192976.3 Y：13852.0
P93 10YR2/1黒色 砂 ほぼ均質。 26～32 27.3 X：−192973.4 Y：13848.8
P94 10YR2/1黒色 砂 ほぼ均質。 33 25.8 X：−192973.8 Y：13848.5
P95 10YR2/2黒褐色 砂 ほぼ均質。 36 26.7 X：−192974.2 Y：13848.2
P96 10YR3/3暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 17～28 28.7 X：−192984.6 Y：13856.0
P97 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 32 31.1 X：−192972.7 Y：13855.8
P98 10YR2/2黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）少量。 38～46 13.8 X：−192986.7 Y：13867.6
P99 10YR4/3にぶい黄褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）斑状に含む。 35 29.6 X：−192971.8 Y：13878.8
P100 10YR2/3黒褐色 砂 ほぼ均質。 31 29.4 X：−192971.7 Y：13849.2
P101 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ0cm）下層に斑状に含む。 29～76 25.6 X：−192971.5 Y：13846.8
P102 10YR2/3黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）下層に斑状に含む。 66～78 30.2 X：−192973.0 Y：13842.2
P103 10YR2/2黒褐色 砂 ほぼ均質。 33 30.6 X：−192971.9 Y：13882.5
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（5）小溝状遺構群（第26・27図）

今回の調査で検出された小溝状遺構は、合計で99条である。今回見つかった小溝状遺構群は、方位や他の遺構と

の重複関係などからＡ～Ｈ群の8群に大別された。遺構の時期は古代から、近世まで多岐にわたり、また時期によ

り形状や群内での密集度も異なる。いずれの小溝状遺構群も畑耕作に伴うものであると考えられる。

小溝状遺構Ａ群

ZZ3・A0～A4・B0～B4グリッドで検出された北西−南東方向の小溝状遺構である。SM105・106・109・110・

113・124・131～133・138の10条で構成される。方位はW-23～44°-Nで、上端幅は22～81cm、遺構検出面からの深

さは１～21cmである。堆積土は黒褐色、暗褐色、褐色の砂で、Ⅲ層ブロックを斑状に含む。SL1土塁、SK112・

136土坑、小溝状遺構D群と重複しており、いずれの遺構よりも古い。またA群の中でも重複しているものもあり、

時期はさらに細分されるものと思われる。特にSM124はⅢa層上面では確認できず、Ⅲb層を若干掘り下げた段階

で検出されたことから、Ⅲa層に伴うものである可能性がある。

遺物は出土していない。重複関係から平安時代以前の畑耕作痕であると考えられる。

小溝状遺構Ｂ群

ZZ4～7・A4～8・B5～7グリッドで検出された北東−南西方向の小溝状遺構である。SM80～82・99～101・

108・128・130の９条で構成される。方位はN-0～20°-Eで、上端幅は27～71cm、遺構検出面からの深さは１～

37cmである。堆積土は黒褐色、暗褐色の砂で、Ⅲ層ブロックを斑状に含む。SL1土塁、SK92、93、102、135土坑

と重複しており、SK135より新しく、他の遺構よりも古い。またB群の中でも重複しあっているものもあり時期は

さらに細分されるものと考えられる。

遺物は出土していない。灰白色火山灰が堆積しているSK102よりも古く、またその他の遺構との重複関係から平

安時代以前の畑耕作痕であると考えられる。

表４　小溝状遺構A群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM105 10YR2/3　黒褐色 砂
SL1>SK136>

SM105
Ⅲ層ブロック（φ2～3cm）を斑状に含む。 Ａ Ｗ−26°−Ｎ A1～A2～B2 （9.55） 0.32～0.67 7.4～14.9

SM106 10YR4/4　褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を斑状に含む。 Ａ Ｗ−23°−Ｎ
A3～A4～B3
～B4

2.50 0.26～0.38 2.0～6.5

SM109 10YR2/3　黒褐色 砂
SL1>SM119>

SM109
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。
※=SD134。注記はSD134優先。

Ａ Ｗ−29°−Ｎ A1～A2～B3 （13.57） 0.20～0.81 10.0～13.8

SM110 10YR3/4　暗褐色 砂 SD107>SM110 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ａ Ｗ−30°−Ｎ B1、B2 （2.97） 0.22～0.55 0.5～10.5

SM113 10YR4/4　褐色 砂 SK112>SM113 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ａ Ｗ−44°−Ｎ B2、B3 （3.50） 0.30～0.76 9.5～16.1

SM124 10YR3/4　暗褐色 砂
SL1>SD107>

SM124
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を下層に少量含む。 Ａ Ｗ−41°−Ｎ A1、A2 （0.79） 0.25～0.29 8.6～12.0

SM131 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM131 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ａ Ｗ−25°−Ｎ A1～A2～A3 （7.50） 0.36～0.73 7.6～8.4

SM132 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM132 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を下層に少量含む。 Ａ Ｗ−33°−Ｎ A2、A3 （6.25） 0.40～0.57 3.4～5.7

SM133 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM133 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ａ Ｗ−26°−Ｎ
A2～ZZ3～A3
～A4

（6.00） 0.39～0.63 5.0～21.5

SM138 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM138 ほぼ均質。 Ａ Ｅ−27°−Ｓ
A0～B0～A1
～B1

（3.08） 0.22～0.30 8.0

表５−１　小溝状遺構B群　土層註記表（1）
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM80 10YR3/3　暗褐色 砂 SL1>SM80 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−12°−Ｅ ZZ7～A7～B7 （6.88） 0.27～0.43 4.1～11.3

SM81 10YR3/3　暗褐色 砂 SL1>SK92>SM81 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−20°−Ｅ ZZ6～A6～B6 （10.04） 0.41～0.58 3.6～18.6
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小溝状遺構Ｃ群

C3・C5・D5グリッドで検出された北東−南西方向の小溝状遺構である。SM121～123・125の４条で構成される。

方位はN-44°-E～N-9°-Wで、上端幅は20～49cm、遺構検出面からの深さは6～20cmである。堆積土は暗褐色の砂で、

Ⅲ層ブロックを含む。小溝状遺構D群とH群と重複しており、これらよりも古い。

遺物は出土していない。B群と方位が近いことから、その延長である可能性がある。他の遺構との重複関係から

平安時代以前の畑耕作痕であると考えられる。

小溝状遺構Ｄ群

A2・A8～9・B3～4・D5グリッドで検出された北東−南西方向の小溝状遺構である。SM44・104・119・120・

129の５条で構成される。方位はN-45～70°-Eで、上端幅は20～50cm、遺構検出面からの深さは２～30cmである。

堆積土は黒褐色、暗褐色、にぶい黄褐色の砂で、Ⅲ層ブロックを斑状に含む。SL1土塁、小溝状遺構A、B、C群と

重複しており、小溝状遺構群より新しく、SL1よりも古い。またD群の中でも重複しあっているものもあり時期は

さらに細分されるものと考えられる。

遺物はSM120から須恵器の坏の底部が出土している（第28図１）。底部の切り離し調整が回転ヘラ切りであるこ

とから、８世紀代であると考えられる。

出土遺物と他の遺構との重複関係から、古代から近世以前にかけての畑耕作痕であると考えられる。

表５−２　小溝状遺構B群　土層註記表（2）
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM82 10YR3/3　暗褐色 砂 SL1>SK103>SM82 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−12°−Ｅ ZZ6～A6～B6 （9.15） 0.52～0.81 7.6～22.0

SM99 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM99 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−12°−Ｅ ZZ5～A5～B5 （9.05） 0.35～0.60 4.4～21.0

SM100 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM100 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−7°−Ｅ A5、B5 （2.07） 0.17～0.34 4.0～10.6

SM101 10YR3/4　暗褐色 砂
SL1>SM99、
SK93>SM101

Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｂ Ｎ−12°−Ｅ ZZ5～A5～B5 （8.80） 0.22～0.42 7.7～14.7

SM108 10YR4/4　褐色 砂
SK102、SM104>

SM108
Ⅲ層ブロック（φ2～3cm）を斑状に含む。 Ｂ Ｎ−9°−Ｅ A4～B3～B4 （5.95） 0.09～0.28 3.6～6.7

SM128 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM128 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｂ Ｎ−0°−Ｅ A8 1.06 0.31～0.42 28.8～32.0

SM130 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM130 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｂ Ｎ−15°−Ｅ ZZ4、A4 （3.64） 0.33～0.73 1.4～13.0

表６　小溝状遺構C群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM121 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を下層に少量含む。 Ｃ Ｎ−44°−Ｅ D5 （0.54） 0.38～0.49 6.5～9.2

SM122 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｃ Ｎ−15°−Ｅ C5 1.83 0.33～0.43 7.2～20.8

SM123 10YR3/3　暗褐色 砂 SM120>SM123 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｃ Ｎ−15°−Ｅ C5、D5 1.92 0.20～0.33 ─

SM125 10YR3/3　暗褐色 砂
SM111、116>
SM118>SM125

Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｃ Ｎ−9°−Ｗ C3 （0.80） 0.25 ─

表７　小溝状遺構D群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM44 10YR3/4　暗褐色 砂
SL1>SM129>

SM44
Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を斑状に含む。 Ｄ Ｎ−45°−Ｅ A8、A9 （2.05） 0.30～0.50 10.4～19.0

SM104 10YR4/3　にぶい黄褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を斑状に含む。 Ｄ Ｅ−30°−Ｎ B3、B4 1.74 0.31～0.38 2.1～30.5

SM119 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を下層に少量含む。 Ｄ Ｎ−30°−Ｅ A2 （1.17） 0.3～0.43 4.6～9.8

SM120 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を下層に少量含む。 Ｄ Ｅ−25°−Ｎ D5 1.45 0.34～0.50 5.7～9.4

SM129 10YR2/3　黒褐色 砂 SL1>SM129 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｄ Ｅ−20°−Ｎ A8、A9 （1.25） 0.20～0.27 5.2～10.0

58



小溝状遺構Ｅ群

B8～9・C7～9・D8～9グリッドで検出された北西−南東方向の小溝状遺構である。SM6・20・22・27～37・39

～43・47～54・57～59・62～66・69～73・77・83・84・86～90・95・97の50条で構成される。方位はN-6°-E～N-42

°-Wで、蛇行するものもある。上端幅は10～50cm、遺構検出面からの深さは１～22cmである。堆積土は暗褐色の

砂が主体的で、他には黒褐色、褐色の砂で、Ⅲ層ブロックを斑状に含むものが多い。

SD16、26溝跡と、SK76土坑、小溝状遺構H群と重複しており、SD16とSK76より新しく、他の遺構よりも古い。

またE群の中でも複雑に重複しあっているものもあり、時期はさらに細分されるものと考えられる。

遺物は出土していない。他の遺構との重複関係から、近世以前の畑耕作痕であると考えられる。

表８−１　小溝状遺構E群　土層註記表（1）
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM6 10YR2/2　黒褐色
粘土質
シルト

SD14>SM6 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−5°−Ｗ D9、E9 （3.76） 0.27～0.50 0.5～13.8

SM20 10YR2/3　黒褐色
砂質

シルト
SD26>SM20 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−3°−Ｅ B8、B9 2.28 0.28～0.38 3.4～15.8

SM22 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−8°−Ｅ D8 0.71 0.21～0.30 12.8

SM27 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−7°−Ｗ C9 0.67 0.15～0.29 6.4～9.4

SM28 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−13°−Ｗ C9 0.72 0.28 6.2

SM29 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C9 1.28 0.25～0.42 5.6～9.0

SM30 10YR4/4　褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 Ｅ Ｎ−2°−Ｗ D9 1.50 0.28～0.39 2.4～7.1

SM31 10YR2/3　黒褐色 砂 SM15>SM31 Ⅲ層ブロック（φ1～1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−6°−Ｗ C9、D9 2.56 0.33～0.50 4.9～10.5

SM32 10YR2/3　黒褐色 砂
SD26>SM33>

SM32
Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−1°−Ｅ C9 （1.54） 0.25～0.30 10.9

SM33 10YR2/3　黒褐色 砂 SD26>SM33 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−15°−Ｅ C9 （1.76） 0.32～0.41 10.5～18.6

SM34 10YR2/3　黒褐色 砂
SD26>SM35>

SM34
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−5°−Ｅ C8、C9 （2.47）

0.35～
（0.87）

4.4～11.0

SM35 10YR2/3　黒褐色 砂
SM15、SD26>

SM31、36>SM35
Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−8°−Ｗ C8、C9、D9 （5.97） 0.27～0.40 3.6～12.1

SM36 10YR2/3　黒褐色 砂 SD26>SM36 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C8 （2.24） 0.30～0.48 4.3～8.6

SM37 10YR3/2　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−5°−Ｗ C8 0.92 0.30～0.41 9.1

SM39 10YR3/2　黒褐色 砂 SM37>SM39 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−9°−Ｗ C8 （1.95） 0.30～0.44 4.2～9.3

SM40 10YR3/4　暗褐色 砂 SD26>SM40 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−10°−Ｗ C8 （3.64） 0.23～0.45 0.9～11.9

SM41 10YR4/4　褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 Ｅ Ｎ−3°−Ｗ C8、D8 3.01 0.23～0.42 3.5～7.9

SM42 10YR4/4　褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 Ｅ Ｎ−5°−Ｅ D8 1.56 0.35～0.40 5.9～6.4

SM43 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−4°−Ｗ B9 1.46 0.18～0.25 11.7～14.9

SM47 10YR3/4　暗褐色 砂 SD26>SM47 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−21°−Ｗ C8 （1.87） 0.29～0.42 5.1～9.0

SM48 10YR3/4　暗褐色 砂 SD26>SM48 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−1°−Ｗ C7 （1.21） 0.30～0.38 3.9～11.5

SM49 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−35°−Ｗ C7 0.83 0.44 8.1～9.6

SM50 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−3°−Ｅ C8、D8 1.08 0.31～0.41 6.2～7.6

SM51 10YR3/4　暗褐色 砂 SM52>SM51 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−5°−Ｗ C8、D8 2.77 0.29～0.44 6.7～13.0

SM52 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−41°−Ｗ C8 1.34 0.44 8.0～9.7

SM53 10YR3/4　暗褐色 砂 SD26>SM53 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−7°−Ｗ C7 （1.33） 0.3～0.38 7.9～11.3

SM54 10YR3/4　暗褐色 砂 SD14>SM54 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−2°−Ｅ C8、D8 （2.27） 0.51～0.65 6.5～9.4

SM57 10YR3/3　暗褐色 砂 SD26>SM57 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−22°−Ｗ C7 （1.57） 0.33～0.41 10.3～13.4

SM58 10YR3/4　暗褐色 砂
SD26>SM37>

SM58
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−18°−Ｗ C8 （1.18） 0.26～0.35 3.7～9.5

SM59 10YR3/4　暗褐色 砂
SM58、83>

SM59
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−6°−Ｗ C8 （3.53） 0.19～0.40 2.9～5.0

SM62 10YR3/4　暗褐色 砂 SD26>SM62 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−7°−Ｗ C7 （2.31） 0.23～0.35 8.9～14.3
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小溝状遺構Ｆ群

B9～10・C9～10グリッドで検出された東西方向の小溝状遺構である。SM67・68・74・94の４条で構成される。

方位はE-6°-S～E-5°-Nで、上端幅は33～55cm、遺構検出面からの深さは３～10cmである。堆積土は暗褐色の砂で、

Ⅲ層ブロックを含む。SD10、11、16溝跡と重複しており、これらよりも古い。

遺物は出土していない。他の遺構との重複関係から近世以前の畑耕作痕であると考えられる。

小溝状遺構G群

B9・C9グリッドで検出された南北方向の小溝状遺構である。SM12・13の２条より構成される。方位はN-0～1°

-Eで、上端幅は38～68cm、遺構検出面からの深さは４～18cmである。堆積土は暗褐色、褐色の砂質シルトで、Ⅲ

層ブロックを斑状に含む。SD26溝跡と、小溝状遺構F群と重複しており、いずれの遺構よりも新しい。

遺物は出土していない。他の遺構との重複関係から、近世以降の畑耕作痕であると考えられる。

表８−２　小溝状遺構E群　土層註記表（2）
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM63 10YR2/3　黒褐色 砂 SK56>SM63 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−28°−Ｗ C7 （0.84） 0.32 12.0～17.5

SM64 10YR2/3　黒褐色 砂 SD26>SM64 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−6°−Ｗ B9 （1.96） 0.41～0.57 9.6～22.4

SM65 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−3°−Ｗ C9 0.59 0.24～0.25 6.0～6.4

SM66 10YR2/3　黒褐色 砂
SK5>SD14、
SM15>SM66

Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−6°−Ｗ C9、D9 （3.88） 0.38～0.59 1.9～8.5

SM69 10YR3/4　暗褐色 砂 SM61>SM69 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−2°−Ｗ C7 2.17 0.22～0.30 2.5～15.5

SM70 10YR3/3　暗褐色 砂
SM61>SM69>

SM70
Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−42°−Ｗ C7 （1.76） 0.22～0.31 2.6～8.5

SM71 10YR3/3　暗褐色 砂
SK5、SM15>

SM71
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C9、D9 （0.91） 0.25～0.48 4.7～11.2

SM72 10YR2/3　黒褐色 砂 SD26>SM72 Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−5°−Ｅ B8 （1.02） 0.32～0.40 5.7～13.4

SM73 10YR3/3　暗褐色 砂 SD36、38>SM73 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−2°−Ｗ C8 （1.30） 0.28～0.40 2.8～5.8

SM77 10YR3/4　暗褐色 砂
SD26>SM88>

SM77
Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C7 （1.84） 0.35～0.93 3.2～17.3

SM83 10YR3/3　暗褐色 砂
SD26>SM40>

SM83
Ⅲ層ブロック（φ1cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−16°−Ｅ C8 （1.17） 0.13～0.32 5.9

SM84 10YR3/3　暗褐色 砂 SM36、73>SM84 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を少量含む。 Ｅ Ｎ−10°−Ｅ C8 （1.30） （0.19） 3.0

SM86 10YR3/3　暗褐色 砂 SM35、38>SM86 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C8 （1.34） 0.25 4.0～6.5

SM87 10YR3/3　暗褐色 砂 SM15>SM87 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−22°−Ｗ C9 （1.45） 0.18～0.31 5.8～9.4

SM88 10YR3/4　暗褐色 砂
SD26>SM57>

SM88
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｅ Ｎ−34°−Ｅ C7 （0.50） 0.38 2.2～7.7

SM89 10YR2/3　黒褐色 砂
SD26>SM48>

SM89
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｅ Ｎ−16°−Ｗ C7 （1.06） （0.60） 5.2～9.9

SM90 10YR3/3　暗褐色 砂
SD26>SM47>

SM90
Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｅ Ｎ−25°−Ｗ C7、C8 （1.82） 0.24 3.3～9.8

SM95 10YR3/3　暗褐色 砂 SM34、35>SM95 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−9°−Ｗ C8、C9 （1.42） 0.30 6.3

SM97 10YR3/3　暗褐色 砂
SD26>SM36>

SM97
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｅ Ｎ−0°−Ｅ C9 （1.80） 0.35～0.46 3.7～7.7

表９　小溝状遺構F群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM67 10YR3/4　暗褐色 砂
SD11、SM12>

SM67
Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｆ Ｅ−5°−Ｎ C9、C10 （2.56） 0.33～0.45 3.0～10.1

SM68 10YR3/4　暗褐色 砂 SD11>SM68 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｆ Ｅ−6°−Ｓ C10 （1.27） 0.38～0.49 3.5～7.9

SM74 10YR3/4　暗褐色 砂 SD11>SM74 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｆ Ｅ−5°−Ｓ
C9、C10、D9、
D10

（2.48） 0.41～0.60 2.6～6.7

SM94 10YR3/3　暗褐色 砂 SD10、16>SM94 Ⅲ層ブロック（φ1cm）を斑状に含む。 Ｆ Ｅ−0°−Ｓ B9、B10 （2.32） 0.50～0.55 3.1～5.6
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小溝状遺構Ｈ群

C2～9・D6・D7・D9・D10・E9・E10グリッドで検出された東西方向の小溝状遺構である。SM7～9・15・23・

38・45・46・60・61・98・111・116～118の15条で構成される。方位はE-20°-N～E-30°-Sで、上端幅は12～80cm、

遺構検出面からの深さは２～18cmである。SM98の底面からは耕作の痕跡が検出されている。堆積土は黒褐色、暗

褐色、褐色の粘土質シルト、砂質シルト、砂で、Ⅲ層ブロックを含む。小溝状遺構F群と重複しており、これより

も新しい。

遺物は出土していない。他の遺構との重複関係から、近世以降の畑耕作痕であると考えられる。

（6）調査区一括出土遺物

遺構に帰属するもの以外の遺物としては、調査区の西側、土塁に近い範囲を中心に基本層Ⅰ～Ⅲ層上面から一定

数の遺物が出土した。今回はその内の13点を掲載した（第28・29図、写真図版12−11～16）。

土師器の坏C-1（第28図２）は底部付近の破片で、微細資料ではあったが、今回出土した古代の遺物は須恵器が

大部分を占める中で唯一図化した土師器である。また須恵器は底部回転ヘラ切り調整の坏E-8（第28図３）や、薄

手の坏の口縁部、鉢、甕などが出土している。

中世の遺物は、陶器の鉢の破片I-26（第28図10）が出土している。胎土に白色の鉱物類が混入しており、また赤

褐色を呈することから在地産の可能性がある。帰属時期は不明だが、土師質土器の皿（かわらけ）G-5（第28図７）

は比較的胎土が均一で、体部は薄手で焼成も良く、色はやや白みを帯びている。

表10　小溝状遺構G群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM12 10YR3/4　暗褐色
砂質

シルト
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｇ Ｎ−0°−Ｅ B9、C9 4.22 0.54～0.66 4.2～18.0

SM13 10YR3/4　暗褐色
砂質

シルト
SM12>SM13 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｇ Ｎ−1°−Ｅ B9、C9 5.08 0.30～0.64 7.4～10.9

表11　小溝状遺構H群　土層註記表
遺構名 色調 土質 新＞旧 備考・混入物 群 角度 グリッド

検出長
（m）

検出幅
（m）

深さ
（cm）

SM7 10YR2/2　黒褐色
粘土質
シルト

Ⅲ層ブロック（φ2～4cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−7°−Ｓ E9 1.30 0.25～0.28 2.0～3.5

SM8 10YR3/4　暗褐色
砂質

シルト
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−20°−Ｎ E9、E10 （3.25） 0.34～0.55 2.0～5.5

SM9 10YR2/2　黒褐色
砂質

シルト
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−5°−S E9、E10 （3.34） 0.20～0.33 4.5～6.0

SM15 10YR2/3　黒褐色
砂質

シルト
Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−10°−Ｓ C9 4.36 0.25～0.45 7.1～11.1

SM23 10YR2/3　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｈ Ｅ−5°−Ｓ D8 1.25 0.40 11.5～17.6

SM38 10YR3/2　黒褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−4°−Ｎ C8、C9 （1.55） 0.28～0.38 3.0～5.2

SM45 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｈ Ｅ−15°−Ｓ D7 0.81 0.20～0.40 9.7～10.8

SM46 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｈ Ｅ−30°−Ｓ D7 1.01 0.35～0.43 8.8～13.3

SM60 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）が下層に斑状に堆積。 Ｈ Ｅ−12−Ｎ D6、D7 4.50 0.38～0.69 4.4～9.9

SM61 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～2cm）を少量含む。 Ｈ Ｅ−1°−Ｎ D6、C7、D7 6.20 0.27～0.53 2.7～7.6

SM98 10YR4/4　褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。耕作痕あり。 Ｈ Ｅ−5°−Ｓ C4～C6 8.60 0.12～0.60 0.8～8.0

SM111 10YR2/3　黒褐色 砂
Ⅲ層ブロック（φ1～5cm）が層状に堆積。下面に耕
作痕。

Ｈ Ｅ−1°−Ｓ C2～C4 6.00 0.45～0.80 4.5～17.9

SM116 10YR3/3　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック主体。 Ｈ Ｅ−19°−Ｓ C3 1.77 0.22～0.33 4.5～5.7

SM117 10YR3/4　暗褐色 砂 Ⅲ層ブロック（φ1～3cm）を斑状に含む。 Ｈ Ｅ−17°−Ｓ C4 1.96 0.24～0.37 3.5～8.0

SM118 10YR3/4　暗褐色 砂 SM116>SM118 Ⅲ層ブロック主体。 Ｈ Ｅ−5°−Ｎ C3 （3.75） 0.20～0.39 5.5～8.2
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第27図　小溝状遺構群配置図（S=1/400）

小溝状遺構（A～C群）
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第27図　小溝状遺構群配置図（S=1/400）
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第 28 図　SM120・調査区一括出土遺物 (1)

0 10cm（S=1/3）

第28図　SM120・調査区一括出土遺物（1）

№
登録
番号

遺構名 層位 種類 器種
器高
長さ

口径
幅

底径
厚さ

重さ 備考・特記事項 年代・形式
写真
図版

28-1 E-7 SM120 １層 須恵器 坏 ─ ─ （8.0） 11.3 ロクロ　外：ヘラケズリ　底：回転ヘラ切り 古代

28-2 C-1 調査区一括 Ⅲ層上面 土師器 坏 ─ ─ ─ 9.2 内：黒色処理底：ヘラケズリ 古代

28-3 E-8 調査区一括 Ⅲ層上面 須恵器 坏 ─ ─ （8.0） 11.8 ロクロ　底：回転ヘラ切り 古代

28-4 E-9 調査区一括 Ⅲ層上面 須恵器 鉢？ ─ ─ ─ 29.4
ロクロ　外：ヘラケズリ　内：剥離
底：ヘラ切り？

古代

28-5 E-10 調査区一括 Ⅰ～Ⅱ層 須恵器 甕 ─ ─ ─ 33.3 ロクロ　内：ヘラナデ 古代

28-6 E-11 A-2トレンチ 確認面 須恵器 坏 ─ ─ ─ 3.4 ロクロ 古代

28-7 G-5 調査区一括 Ⅲ層上面
土師質
土器

皿（かわらけ） ─ （15.0） ─ 2.8 ロクロ 中～近世

28-8 I-23 撹乱 陶器 擂鉢 ─ ─ ─ 46.6 鉄釉　幅広縁帯　堤焼？ 19c前葉以降 12-12

28-9 I-27 調査区一括 Ⅲ層上面 陶器 仏飯器？ ─ （6.0） ─ 8.5 鉄釉 近世 12-13

28-10 I-26 調査区一括 Ⅲ層上面 陶器 鉢 ─ ─ ─ 20.5 ロクロ　外：ナデ　産地不明　 中世

28-11 I-25 調査区一括
Ⅰ～Ⅲ層

上面
陶器 土瓶 ─ ─ ─ 18.9 注ぎ口孔５個　大堀相馬 19c前～中葉 12-11

28-12 Kc-8 調査区一括
Ⅰ～Ⅲ層

上面
石製品 砥石 6.5 5.0 4.5 200.0 磨り面（6面） 12-14

単位はcm・ｇ　　（　）の数値は復元値
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近世の遺物は、鉄釉の施された擂り鉢の口縁部I-23（第28図８）や大堀相馬の土瓶の注口部I-25（第28図11）等

が出土している。また近代の磁器の鉢J-3（第29図１）は、内面に鶴松絵が描かれており、塗金も用いられている。

今回調査区の遺構以外から出土した資料の時期は、古代から中世、近世、近現代であり、これは各遺構から出土

した資料の時期ともおおよそ合致する。

21

第 29 図　調査区一括出土遺物（2）

0 10cm（S=1/3）

第29図　調査区一括出土遺物（2）

№
登録
番号

遺構名 層位 種類 器種
器高
長さ

口径
幅

底径
厚さ

重さ 備考・特記事項 年代・形式
写真
図版

29-1 J-3 A1トレンチ 確認面 磁器 鉢 5.6 18.8 10.2 36.4
色絵（赤・緑・黒・黄・金・橙）　内：鶴松絵　
外：紅葉紋　蛇の目凹高台　　備前

近代（19c後半） 12-15

29-2 J-12 調査区一括
Ⅰ～Ⅲ層

上面
磁器 碗 6.2 （11.3） 3.9 73.6

外：色絵（橙・緑・茶）
瀬戸美濃

20c 12-16

単位はcm・ｇ　　（　）の数値は復元値
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第３章　総　括

今回の発掘調査では、土塁や堀跡、溝跡、土坑、ピット（小柱穴）など、合計で243基の遺構が発見された。ま

た遺物も、弥生土器、土師器、須恵器、中･近世陶磁器、石製品（砥石等）などが出土したことから、遺跡はこれ

まで認識されていたよりも、幅広い時期にわたり利用されていたことが判明した。しかし大部分の遺構は出土遺物

に乏しく、遺構検出面も基本層第Ⅲ層のみで、重層的な遺構検出ではなかったことから、それぞれの遺構の年代を

単独で比定することは難しい。よって今回は各遺構の重複関係と、一部の遺構の堆積土中に含まれる灰白色火山灰

などを指標とし、遺構のおおよその年代と、各遺構の関係について整理しつつ、調査区全体から出土した遺物の年

代ともあわせて各遺構の年代について検討を行う。また試掘調査の際発見された一部の遺構との関係についても検

討を行う。

第１節　検出遺構と出土遺物

今回の調査で見つかった遺構でもっとも古い時期の遺物は、SD26溝跡から出土した弥生土器B-1（第19図5）で

ある。発見されたのは底部から体部にかけての破片で、体部には直径１mmほどの細かな縄文が施文され、底部

には木葉痕と思われる痕跡が存在する。胎土中には白色透明ガラス質の鉱物粒や、黒色の鉱物粒が多く混入する。

SD26が他の出土遺物の年代から17世紀中～後葉に比定されることから、他所から混入した遺物であると考えられ

る。他の弥生時代の遺物は、破片資料でも発見することはできず、また当該期に比定される遺構も検出されなかっ

た。

古代と推定される遺構、もしくは可能性がある遺構は、小溝状遺構A～D群とSK18・75・79・92・102・126・

135・136土坑である（第30図）。土坑のうちSK18・79・102・126の堆積土の上層に灰白色火山灰が堆積した層が確

認されたことから、10世紀初頭には埋没した遺構であると考えられる。またこれらの土坑と重複し、より古い時期

の土坑も、ほぼ同時期かそれよりも遡る時期の遺構であると考えられる。小溝状遺構A・B群は、重複関係から上

記の土坑の大部分よりも古いことが確認された遺構である。SK135は小溝状遺構B群よりも古いことが確認された。

小溝状遺構A群のうちSM124は他の遺構よりも古く、また基本層第Ⅲb層を若干掘り下げたところで検出されたこ

とから、基本層第Ⅲa層に伴う掘り込みである可能性がある。また小溝状遺構C群はB群と方位がほぼ一致すること

から、同一の遺構であるものと考えられる。重複関係から、小溝状遺構D群はB・C群より新しいことが確認され

ている。

当該期の出土遺物は土師器および須恵器で、確認された器種は、土師器は内面黒色処理された坏、須恵器は坏、

瓶類、甕、捏鉢などである（第33図）。これらのうち時期が比定可能なのは須恵器の坏で、ヘラ切り調整が施され、

比較的底面が厚い８世紀代のものと、口縁部のみの資料だが比較的薄手で、やや外反する９世紀後半以降のものが

存在する。小溝状遺構D群に所属するSM120小溝状遺構からは、8世紀代と考えられる須恵器の坏の底部E-7（第28

図１）が出土していることから、SM120は８世紀代以降の年代であると考えられる。

古代に比定される小溝状遺構が一定数検出されたことから、古代においては畑として利用されていたものと考え

られる。またそれらと同時期の遺物が一定量出土したことは、当該地周辺に集落などの存在も予想される。

今回調査区内の各遺構および調査区一括資料として、中世の遺物も一定数出土している。出土したのは、常滑、

渥美、在地産の甕、もしくは壺などの大形の器種と龍泉窯系の青磁連弁紋碗である（第33図）。この内SD26溝跡か

ら出土した渥美の壺I-16（第19図６）は、内･外面および割れ口を含め、４面が砥石とて再利用されている。出土
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第30図　各時期の遺構変遷図1（S=1/400）

古代の遺構群（小溝状遺構・土坑）

中世～17 世紀中葉の遺構群（溝跡・小溝状遺構・土坑）
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第30図　各時期の遺構変遷図1（S=1/400）
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第31図　各時期の遺構変遷図２（S=1/400）

第32図　検出遺構変遷模式図

遺物の内、年代が判明する物は、おおよそ12世紀後半から14世紀前半までの時期に収まる。

また今回発見された溝跡と小溝の中には、後述するSL1土塁とSD26溝跡よりも明らかに古い遺構が含まれてい

る。両者は17世紀中～後葉の時期に構築されたと考えられる遺構であることから、それ以前の遺構であると考えら

れる。またSL1よりも古く、古代の土坑とは堆積土が異なり、黒色、もしくは黒褐色のシルト等で構成される一部

の土坑についても当該期と同時期の可能性がある。この時期に該当する遺構、もしくは可能性がある遺構は、区画

溝跡と考えられるSD10・16・96・114・115溝跡と、SK93・127土坑、小溝状遺構E・F群である。これらの遺構と

出土遺物の存在は、和田氏が蒲生に入部する以前にこの地域が何らかの形で利用されていた可能性を示唆するもの

であるといえる。

また調査区内からは土師質土器の皿（かわらけ）が若干ながらも出土している（第33図）。いずれもロクロ成形

によるものである。これらのうちSD21溝跡から出土したG-4（第19図３）は、左回転の底部回転糸切り調整で、胎

土も比較的緻密で内外面とも橙色を呈する。外面は底部からやや急に立ち上がった後に緩やかに立ち上がり、体部

を形成している。内面は底部から体部が立ち上がる境に浅い凹みが見込状に巡る。また体部と底部の厚さには差が

ある。この資料についても具体的な年代を付加することはできないが、SD21溝跡が17世紀中～後葉の頃の遺構で

あると考えられることから、その頃か、それ以前の時期に比定されるものと思われる。

近世の17世紀中葉～後葉に比定される遺構は、SL1土塁、SD2堀跡、SD21・26・107溝跡、SA1・2柱列などである。

SL1とSD2からの出土遺物は、古代から近世にまでわたるが、構築された年代は、SD2の第３層からは近世以降の
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陶器の甕I-15（第14図６）が出土しており、SD2が埋没したその上層からは18～20世紀代の遺物が出土しているこ

とから、SL1とSD2が構築されたのは18世紀以前であると考えられる。さらに出土した近世の遺物の中で最も古い

時期のものが17世紀後葉以降の肥前の見込蛇の目釉ハギの皿J-8（第14図９）であることから、SL1とSD2は遅くと

も17世紀後葉には築造されていたものと推定される。

区画溝跡であるSD26からは、岸窯系の鉄釉二重掛がなされた鉢I-19（第20図３）が出土している。年代は17世紀

中～後葉である。またこれ以外にも岸窯系の鉄釉擂鉢I-16（第20図２）が出土しており、時期は17世紀代と考えら

れる。これらの遺物とSL1、SD2の推定構築時期が同時期であること、またSD26とSL1、SD2、SD21、SA1・2は

方位がほぼ一致することから、これらの遺構はほぼ同時期に構築されたものと考えられる。しかしSD21とSD26か

らはそれより後の時代の遺物はまったく出土していないことから、比較的早い段階で埋没したものと考えられる。

これらの遺構が形成されたと考えられる17世紀中～後葉の時期は、和田氏が蒲生村に「在所」として知行地を拝

領した延宝元年（1673）ともほぼ一致することから、これらの遺構の形成に和田氏が深く関わりあっていたことを

示唆するものである。

17世紀後葉以降に比定される遺構としては、区画溝跡であるSD11・14溝跡とSK5・56・85土坑があげられる。

またSL1土塁とSD2堀跡も当該期にも機能していたものと推測される。遺物は大部分がSL1とSD2からの出土で、

特にSD2は溝本体が埋没した後もその上層に遺物を投棄した様子が窺える。遺物の大部分は陶磁器である。時期は

18世紀から20世紀にわたるまでほぼ満遍なく出土しており、遺物の出土量はもっとも多い。区画溝跡であるSD11

は現在の地境に並行する形で検出されており、現代の区割りが当該期にまでさかのぼる可能性がある。

第２節　まとめ

前述したように、今回の調査では和田織部館跡西側の土塁と堀跡などを中心に調査を行い、土塁や堀跡などは17

世紀中～後葉頃の年代を導き出すことができた。この年代は和田氏が当地を「在所」として拝領し、入部した年代

とほぼ重なり合うことから、現在も残る土塁などはその際に構築されたものであると考えられる。またSD2堀跡の

延長と考えられる遺構は、平成25年度の試掘･確認調査のB-11区からも検出されている（第７・34図）。堀跡は現在

の字境ともほぼ重なり、遺跡の北側と西側に巡ることが予想されてきていたが、今回の発掘調査でその存在を裏付

けることができた。この堀跡がどこまで伸びるかなどについてはいまだ不明な点が多く、これについては今後の周

辺の調査を待ちたい。

SL1土塁に関しては調査区の北側から、遺跡の西側にかけて残存することが知られていたが、今回遺跡内の詳細

な地形測量を行ったところ、さらに東側に通称「西小路」と接する道路付近まで、現在の住宅地により途切れては

いるものの、地形の高まりがわずかながらも確認されたことから、土塁がこの部分まで延長していたことが今回新

たに判明した（第34図・別添図）。この部分は現在も道路が屈曲した形で残っており「枡形虎口」が存在していた

可能性が指摘されている（仙台市史編さん委員会2006）。

また今回の調査ではSL1土塁よりも古い区画溝や土坑などの遺構が確認されたことも大きな成果であるといえ

る。これらの遺構については遺物から年代を窺うことはできなかったが、SL1よりも古いことから中世から17世紀

中葉以前の遺構群であると考えられる。

当地周辺は、和田氏の居屋敷とともに、北小路、東小路、南小路、西小路、中小路と呼ばれる道路が存在し、こ

の中をさらに細かく区割りして和田氏家臣の家中屋敷が配されていたとされているが、これは現況の地境などから

もその様子を窺うことができる。この家臣の方の家の伝承を今回の調査の際に地元の方から窺うことができたが、

家によっては今から270年以上前や、350年以上前から続き、和田氏が当地に入部する以前や、伊達政宗が仙台を築
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土塁残存範囲 堀検出範囲 堀跡推定線

第 34図　蒲生在所概要図（「仙台市史　特別編 7　城館」を一部改変・加筆）第34図　蒲生在所概要図（「仙台市史　特別編7　城館」を一部改変・加筆）

く前から存続している家もあると言われる内容が含まれていた。今回発見された土塁や堀跡よりも古い遺構群は、

それらの伝承を裏付ける可能性もあるが、遺構の確かな年代を導き出すことができなかったため、そのような伝承

が存在することを指摘するにとどめておきたい。

平成23年３月11日の東日本大震災による甚大な津波被害をうけて、仙台市では本地区を災害危険区域に指定し、

住宅については防災集団移転促進事業を進めており、今後当地区の様相は大きく変貌を遂げることが予想される。

今回の調査成果が変容していく当地区の歴史研究の一助になれば幸いである。
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第12表　試掘・確認調査遺物集計表

第13表　本発掘調査遺物集計表

遺構名
土師器 須恵器 土師質土器 陶器 磁器 石製品 鉄製品 不明 その他 合計

数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量

Ａ2調査区一括   g 1 5 g   g 1 64.6 g   g 1 90 g   g   g   g 3 159.6 g

Ａ4調査区一括   g   g   g 6 31.6 g 2 11.6 g   g 1 47.2 g   g 1 5.9 g 10 96.3 g

Ａ5調査区一括   g   g   g 3 6.6 g 1 0.7 g   g 1 9.4 g   g 1 1.6 g 6 18.3 g

B2　　SD1   g   g 1 2.1 g   g 1 12.4 g   g   g   g   g 2 14.5 g

B4　　SD1   g   g   g 1 91.2 g   g   g   g   g   g 1 91.2 g

B4調査区一括   g   g   g 1 0.6 g 1 9.2 g   g   g   g   g 2 9.8 g

B7　　上層   g   g 2 10.3 g 11 230.6 g 3 14 g 1 99.8 g 1 16.5 g   g 1 4.7 g 19 375.9 g

B7　　下層   g   g 2 12.5 g 6 104.0 g 2 2.2 g   g 1 3.6 g   g 2 51.5 g 13 173.8 g

表採   g   g   g 1 5.7 g   g   g   g   g   g 1 5.7 g

合計 0 0 g 1 5 g 5 24.9 g 30 534.9 g 10 50.1 g 2 189.8 g 4 76.7 g 0 0 g 5 63.7 g 57 945.1 g

遺構名
土師器 須恵器 土師質土器 陶器 磁器 石製品 鉄製品 不明 その他 合計

数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量

SL1 5 109.7 g 7 128.2 g 2 8.5 g 4 146 g 12 404.2 g 2 158.2 g 5 81.1 g   g 4 416.2g 41 1452.1 g

SD2 2 6.9 g 2 42 g   g 3 1052.4 g 11 293.7 g 1 520.2 g 12 267.8 g   g 30 820.2 g 61 3003.2 g

SK3   g 1 14.3 g   g   g   g   g   g   g   g 1 14.3 g

SK5   g   g   g   g   g   g   g   g 1 83.4 g 1 83.4 g

SD21   g 3 28.2 g 1 17.6 g   g   g 1 100 g 1 8.8 g   g   g 6 154.6 g

SD26 1 21.5 g 1 125 g   g 4 83.6 g   g 3 591.8 g   g   g   g 9 821.9 g

SD96   g 1 16.4 g   g   g   g   g   g   g   g 1 16.4 g

SD114   g 1 42.7 g   g   g   g 2 366.3 g   g 1 1.3 g   g 4 410.3 g

SD115   g 1 14.2 g   g   g   g 2 395 g   g   g   g 3 409.2 g

SD116   g 1 1.6 g   g   g   g   g   g   g   g 1 1.6 g

SM120   g 1 11.3 g   g   g   g   g   g   g   g 1 11.3 g

調査区一括 9 45.1 g 8 58.9 g 3 10.1 g 11 201.6 g 5 137.1 g 2 745 g   g   g 4 28.3 g 42 1226.1 g

合計 17 183.2 g 27 482.8 g 6 36.2 g 22 1483.6 g 28 835 g 13 2876.5 g 18 357.7 g 1 1.3 g 39 1348.1 g 171 7604.4 g
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１．1961年の遺跡周辺の航空写真

２．1977年の遺跡周辺の航空写真

写真図版３　調査地点周辺航空写真

平成26年度
調査区

平成26年度
調査区
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１．SL1土塁検出状況（南東から）

２．SL1土塁西側（北から） ３．SL1土塁北側（西から）

写真図版４　SL1土塁検出状況
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写真図版５　調査区壁断面

１．調査区東壁土層断面（西から）

３．調査区東壁土層断面（西から）

５．調査区南壁土層断面（北から）

７．調査区南壁土層断面（北から）

２．調査区東壁土層断面（西から）

４．調査区東壁土層断面（南西から）

６．調査区南壁土層断面（北から）

８．調査区南壁西側土層断面（北から）
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写真図版６　土塁北・西側地区･SL1土塁土層断面

１．土塁北側地区遺構検出状況（東から）

３．土塁西側地区遺構検出状況（東から）

５．土塁第１・２トレンチ土層断面（西から）

７．土塁２トレンチ東壁土層断面（西から）

２．土塁北側地区西壁土層断面（東から）

４．土塁西側地区南壁土層断面（北から）

６．土塁第３トレンチ土層断面（西から）

８．土塁第５トレンチ北壁断面（南から）
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写真図版７　溝跡土層断面（1）

１．SD10土層断面（SPA・北から）

３．SD16土層断面（SPD・東から）

５．SD21土層断面（SPF・北から）

７．SD26土層断面（SPH・西から）

２．SD11土層断面（SPB・南から）

４．SD21土層断面（SPE・西から）

６．SD26・114・115土層断面（SPI・東から）

８．SD16土層断面（SPC・南から）
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写真図版８　溝跡土層断面（2）・ピット・土坑土層断面（1）・遺物出土状況

１．SD96土層断面（SPG・西から）

３．SD115土層断面（SPJ・西から）

５．SK17土層断面（西から）

７．SK5土層断面（南から）

２．SD114土層断面（SPJ・西から）

４．P1土層断面（南から）

６．SK17完掘状況（北から）

８．SK5完掘・遺物出土状況（東から）
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写真図版９　土坑土層断面（2）・検出状況（1）

１．SK18検出状況（西から）

３．SK18・75土層断面（北西から）

５．SK76土層断面（北から）

７．SK92土層断面（南から）

２．SK18土層断面（北から）

４．SK56土層断面（西から）

６．SK79土層断面（東から）

８．SK93土層断面（東から）
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写真図版10　土坑土層断面（3）・検出状況（2）・調査区内作業状況

１．SK102検出状況（南から）

３．SK103土層断面（東から）

５．SK127土層断面（西から）

７．掘削作業状況（西から）

２．SK102土層断面（西から）

４．SK126土層断面（西から）

６．SK136土層断面（南から）

８．作業状況（西から）
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写真図版11　調査区内出土遺物（1）

1．須恵器・瓶類
　　（E-1・SL1） 2．土師質土器・鉢

　　（G-1・SL1）

3．陶器・甕（I-9・SL1）

4．陶器・甕
　　（I-24・SL1）

5．磁器・湯呑
　　（J-5・SL1）

6．磁器・湯呑
　　（J-6・SL1）

7．磁器・皿（J-4・SL1） 8．砥石（Kc-3・SL1）

9．青磁・連弁紋碗
　　（J-7・SD2）

10．陶器・甕（I-13・SD2）

11．磁器・皿（J-8・SD2）

12．磁器・皿
　　（J-11・SD2） 13．陶器・擂鉢（I-22・SD2）

14．陶器・甕（I-15・SD2）

15．磁器・皿（J-9・SD2）

16．陶器・碗（I-21・SD2）

17．磁器・急須（J-10・SD2）

18．砥石（Kc-4・SD2）

19．弥生土器
　　（B-1・SD26）
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写真図版12　調査区内出土遺物（2）

1．土師質土器・皿（G-4・SD21）

2．陶器・壺 ?（I-17・SD26）

3．砥石（Kc-5・SD21） 4．陶器・甕（I-20・SD26）

5．陶器・擂鉢（I-16・SD26） 6．陶器・甕（I-19・SD26）

7．砥石（Kc-6・SD26）

8．須恵器・捏鉢
　　（E-5・SD114） 9．砥石

　　（Kc-7・SD115）
10．土製品（P-2・SK5） 11．陶器・土瓶

　　（I-25・調査区一括）

12．陶器・擂鉢
　　（I-23・調査区一括）

13．陶器・仏飯器（I-27・調査区一括）

14．砥石（Kc-8・調査区一括）

15．磁器・鉢（J-3・調査区一括） 16．磁器・碗（J-12・調査区一括）
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